数学科学習指導案
平成20年6月2４日火曜日

第２学年３組

指導教官　○○　△△　

授業者　　○○　△△
1． 連立方程式

２．単元の目標

· ２種類の文字を用いて表わすことのできる数量の間の関係の関係を持ち、その関係を方程式で表したり、解を求めたりしようとする。　　　　　｛数学への関心・意欲・態度｝

· 具体的な事象の中から方程式を作り、それらを連立させる意味を考察することができる。

｛数学的な見方や考え方｝

· 連立方程式を具体的な操作活動から見出した方法で解くことができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛数学的な表現・処理｝

· ２元１次方程式、連立方程式とその解の意味を理解することができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛知識・理解｝

3． 本時の指導

（1） 題目　連立方程式の利用

（2） 本時の目標

・数量の間の関係式を連立方程式であらわすことができる。

・連立方程式を使って問題を解くときの手順を利用し、連立方程式を利用して身近な問題を解くことができる。
（４）展開

	学習活動
	指導上の留意点
	評価の観点と方法　
	時間配分

	・復習問題に取り組む。
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・例２に取り組む。

[image: image10.wmf]x


（答え）

Ａ町から峠までの距離

＝９ｋｍ

峠からＢ町までの距離

＝５ｋｍ

[image: image11.wmf]y




（答え）

1 １４ｋｍ

②時速３ｋｍ

③時速５ｋｍ

④4時間


(答え)

1 Ａ町からＢ町までの距離

2 Ａ町から峠までの速さ

3 峠からＢ町までの速さ

4 ＡからＢ町まで行くのにかかった時間


式
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· 答え合わせする。

· 問５に取り組む。

（答え）

歩いた道のり＝800ｍ

走った道のり＝400ｍ

・本時の学習をまとめる
・自己評価
	
· 解く時間は６分と伝える。

· 指名して、発表させる。
・生徒に問題を読ませる。

・各自で考えさせる。

・道のりはどう求めるか確認する。

・


・上の図を使って、関係式を覚えてもらう。


・必ず全員に考えさせるよう促す。

· 求めるものは、分からないもの、文章の最後に書いてあることが多いことを説明する。

・○をつける箇所は４箇所。

・単位にも○つけるよう指示する。


· ○を表している文に波線を引く。

· 生徒全員が○、波線を引いているか確認する。

・図を使って、道のり、速度、時間を明確にする。

・道のりと時間の式を作ればよいとヒントを与える。

· Ａ町から峠までの距離を
[image: image2.wmf]xkm

、峠からＢ町までの距離を
[image: image3.wmf]ykm

とすると　と必ず書くよう指示する。

· 答えはＡ町から峠までの距離が９
[image: image4.wmf]km

、峠からＢ町までの距離５
[image: image5.wmf]km

まで書かないといけないと説明する。

・各自でヒントなしで問題を解かせる。

· 終わった人は、問４、問題集をやるよう指示する。

· 歩いた道のりを
[image: image6.wmf]xm

と走った道のりを
[image: image7.wmf]ym

とすると、

を必ず書くように再度注意する。
・本時の学習活動について感想を伝えることにより、次時の学習に対する意欲の向上につなげさせる。
	・連立方程式の計算方法をしっかり解くことが出来ているか確認する。　

・興味を持って見ているか

（観察）
・以前に学んだことを思い出そうとしているか。（観察）

・関心を持って取り組んでいるか。（観察）

· 問題を把握して、発問にしっかり答えられているか。（机間巡視）

・道のりと時間に着目し２つの２元１次方程式を作ることができたか。（机間巡視）

・解き方を参考にしながら問題が解けるか。（表現・処理）

（知識・理解）


	・10分

・２５分


（復習問題）


①　� EMBED Equation.3  ���　　②　　� EMBED Equation.3  ���





（指示１）文章の数字に○をつけましょう。








（発問１）この問題で求めたいものは何ですか。








（質問１）道のり（距離）、速さ(時速)、時間の関係式覚えていますか。








（問5）Ａさんは１０時に家を出発して、1200ｍはなれた駅へ向かいました。はじめは毎分50ｍの速さで歩いていましたが、列車におくれそうになったので、途中から毎分200ｍの速さで走ったら、駅には10時18分に着きました。歩いた道のりと走った道のりを求めなさい。











（指示２）それでは� EMBED Equation.3  ���、� EMBED Equation.3  ���を使って式を２つ作って、答えを求めてみましょう。














（発問２）○をつけた数字は何を表している数字ですか。








（予想する生徒の反応）


・道のり・Ａ町から峠までの距離





（予想する生徒の反応）


①の場合　Ａから峠までの距離


④の場合　全体





　　み


は　　　じ





（例２）ある人がＡ町から峠をこえて14ｋｍはなれたＢ町に行きました。Ａ町から峠までは、時速３ｋｍ、峠からＢ町までは時速５ｋｍで歩いて、全体で４時間かかりました。


Ａ町から峠までの道のりと、峠からＢ町までの道のりを求めなさい。
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